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d-Biotin( 1) は Vitamin H と呼ばれ，生体内において炭酸固定化反応に関与する有用な生理
活生物質である。





成法として 4 ， 5- 二置換 -2-imidazolidone 類を経由する方法を選び，最初に 4 (δ-car boxyvaｭ
lery 1) -5-hydroxymethy 1-2-imidazolidone (II) の合成を目的として 3， 4-diaminochroman の
合成とその反応，或は 4 ， 5 一二置換 -4-imidazolin-2-one類の接触還元などについて検討し，若
干の興味ある知見を得たが E を得ることは出来なかった。
次いで， Goldberg 等の合成法を基礎として， biotin の合成中間体として有用な化合物である
3， 4ー(1'，3' -dibenzy 1-2' -oxoimidazolido) -2-oxothiophane (thiolactone) (III) の改良合成を行っ
た。また， III の Grignard 反応について検討を加え， III と 4-benzyloxybutylmagnesium chlo・
ride との縮合体より dl-biotin の改良合成を行った。
最後に， III と 1 ， 4 butylenedimagnesiumhalide との反応の応用により得られた 3， 4-(1'， 3'-di­
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第 1 節 1ト一Pheny計1一-2一ami加no一-1， 3一-pro刀p抑ane児d出io叫l より 2一-imi泊da沼zo凶lidωone児 誘導体の合成
Ch10ramphenico1 の合成中間体である l-phenyl-2-amino-1，3-propanedio1 (1) の不要の
L( + )threo 型異性体の利用を兼ねて， 乙れより 4ー (ð-carboxyva1ery1)-5-hydroxymethyl-2-
imidazolidone の合成を試みたが 4-cyc1ohexy1-1-acetoxymethy 1-2-imidazolidone (VII1) を得
るに止った。
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第 2 節 3， 4・心iaminochroman ~乙関する化学的研究
4-(?car boxyvalery 1) ー5-hydroxymethyl-2-imidazolidone 誘導体を得る目的で心chroma­
none (IX) を出発物質として 3-amino-4-chromanone (XIII) を経由する 3，4-diacetamidochｭ
roman (XIX) の合成および (XIX) の反応について検討し， 特に XIX の二種の異性体を
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第 3 節 4 ， 5 一二置換 4-Imidazolin-2-one 類の接触還元
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XXIX の Pd-C による接触還元において
zolidone は得られず，縮環構造の 2-oxo-4-hydroxytetrahydrofuro
va1eric acid (XXXI) が得られた。
また， dihydrothieno imidazo1one 化合物 (XXXIII) を合成したが biotin~ への還元に成功し
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なかった。
第 2 章 3， 4-(1'， 3'-Dibenzyl-2'-oxoimidazolido) 一2-oxothiophane および関連化合物の合成
第 1 節 3， 4-(1'， 3'-Dibenzyl-2'-oxoimidazolido) 一2-oxothiophane 合成反応の検討
Goldberg 等による 3， 4- (1'， 3'-dibenzyl-2'-oxoimidazolido) ー2-oxo-5-acetoxytetrahydrofur-
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第 2 節 4 ， 5-ニ置換 1， 3-Dibenzyl-2-imidazolidone 類の合成













































第 3 節 3， 4- (1'， 3'-Dibenzyl-2'-oxoimidazolido)ー2-oxothiophane の改良合成
acetoxy 化合物 (1) を dioxane 中 HCl， H2S で処理した後， 亜鉛酢酸で還元することによ









第 3 章 3， 4-(1'， 3にDibenzyl-2にoxoimidazolido) 一2-oxothiophane の Grignard 反応
第1 節 3， 4←一 (σ1'， 3'に一D臥ib加en回1回zy討r刈lト一-2'.仁仁に-0
る動向
thiolactone (1) および lactone (III) の Grignard 試薬に対する動向につい検討した。(1 ) 
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第 2 節 dl-Biotin の改良合成
thiolactone (1) に 4-benzy loxybu ty lmagnesi um chloride を反応せしめる乙とによって
Goldberg 法の改良合成を行った。
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第 4 章 1, 4-Butylenedimagnesium halide の Grignard 反応による biotin の新合成法
第 1 節 1, 4-Butylenedimagnesium halide の生成
1, 4-dihalogeno butane に Mg 粉を benzene (toluene)-ether 混液中で作用せしめると円滑
に反応が進行した。このとき MgBらを添加すると Wurtz 反応が抑制されて高純度の 1， 4-bu­
ty lenedimagnesi um halide が生成した。
第 2 節 3，4-(1',3'-Dibenzyl-2' -oxoimidazolido) -2-oxothiophane と 1 ， 4-butylenedimagne­
sium halide との反応
toluene 中で thiolactone (1) に 1 ， 4-butylenedimagnesium halide を反応せしめ， 続いて
CO2 を導入することによって hydroxydibenzylbiotin (IV) を合成した。この反応における反応
温度， MgBr2 および 1，4-butylenedimagnesium halide の濃度の影響を調べた。
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第 3 節 Hydroxy -dibenzy 1 biotin の合成
hydroxydibenzylbiotin (IV) より下記径路により dl-biotin を合成した。脱水体 (VII) より
(VIII) への還元は酸性では脱硫が起ったが， 中J性~弱アノレカリ性では脱硫が抑制され立体特異
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即ちチオラクトンに 1， 4-butylenemagnesium halide を作用させ， さらに数行程を経てピオ
チンを収率よく合成する乙とに成功した。
乙の合成法はピオチンを経済的に合成する道を聞くもので薬学博士の価値は十分あると認める。
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